
ロ
セ
ネ
サ
ン
ス

西
欧
の
支
化
を
発
展

さ
せ
た
ル
ネ
サ
ン
ス

中
世
末
期
の
危
機
的
状
況
か
ら

生
ま
れ
た
「再
生
ｏ復
興
」
の
運
動

‐４
～
‐６
世
紀
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
展
開

し
た
新
し
里
又
化
創
造
の
運
動
を
ル
ネ
サ
ン
ス

と
り
つ
。
こ
れ
は
「
再
生

・
復
興
」
を
意
味
す
る

Ｚ
７
ン
ス
語
で
、

，こ
の
運
動
が
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー

マ
の
古
典
古
代
の
文
化
に
範
を
と
る
姿
勢
を
は

っ
き
り
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
神

（教
会
）
を
中
心
と
し
た
中
世
的

な
世
界
観
か
ら
の
解
放
と
、
新
し
い
時
代
の
幕

開
け
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

中
世
末
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ベ
ス
ト
の
大
流
行

や
飢
饉
、
百
年
戦
争
な
ど
の
戦
乱
で
人
口
が
激

減
し
、
社
会
全
体
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
ん
な
な
か
で
人
々
は
生
と
死
に
つ
い
て
深
く

考
え
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
神
と
人
間
の
関
係
に
つ

い
て
も
、
旧
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

し
い
考
え
方
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て

神
中
心
の
中
世
的
世
界
観
と
は
異
な
る
、
人
間

中
心
の
能
動
的

。
世
俗
的
な
世
界
観
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

人
間
中
心
の
世
界
観
を
展
開
し
た
″
ネ
サ
ン

ス
の
知
識
人
が
、
そ
の
拠
り
所
と
し
た
の
が
古

代
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
古
典
で
あ
り
、
一又
献
学

的
研
究

に
よ
る
原
典
の
正
確
な
理
解
を
通
し

て
、
人
間
性
を
磨
き
、
教
養
を
深
め
た
。
こ
の

よ
う
な
知
的
姿
勢
、
ま
た
は
知
的
潮
流
を
人
文

主
義
と
り
つ
。

ル
ネ
サ
ン
ス
は

イ
タ
リ
ア
に
始
ま
つ
た

々
不
サ
ン
ス
は
ま
ず
、
古
代

ロ
ー
マ
の
文
化
遺
産
が
数
多
く

残
り
、
東
方
貿
易
で
繁
栄
し
た

イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
で
始
ま
っ

た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
大
商
人
メ

デ
ィ
チ
家
を
は
じ
め
と
す
る
富

裕
な
市
民
が
、
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ

て
芸
術
家
や
学
者
を
保
護
し
、

の
ち
に
は
ロ
ー
マ
教
皇
が
学
芸

の
保
護
者
と
な
っ
た
。
そ
の
も

と
で
レ
オ
ナ
ル
ド
＝
ダ
＝
ヴ
ィ
ン

チ
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
な
ど
の

天
才
が
活
躍
し
、
数
多
く
の
傑

作
を
残
し
た
。

イ
タ
リ
ア
以
外
で
は
、
商
工

業
が
発
達
し
て
い
た
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
で
早
く
か
ら
ル
ネ
サ
ン

ス
が
開
花

し
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
に
も
広

ま
っ
た
。

ま
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
は
実
用

的
な
分
野
で
も
革
新
的
な
成
果

を
も
た
ら
し
た
。
と
く
に
活
版

印
刷
術
の
発
明
や
、大
薬
。
羅
針

盤
の
改
良

。
実
用
化

は
、
そ
の

後
の
人
類
の
歴
史
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。

1452～ 1519年 。

イタリアの画家、科

学者。ルネサンスを

代表する「万能の人」

として、美術だけで

なく科学・技術のあ

らゆる分野に才能を

発揮した。代表作は

「モナ=リ ザ」「最後

の晩餐」。

イタリア=ルネサンスの開花
文学
ダンテ、ペトラルカ、
ボッカチオなど。

絵画
ジオット、ボッティチェリ、
レオナルド=ダ=ヴィンチ、
ミケランジェロ、ラフアエロ、
ティツィアーノなど。

彫All

ミケランジェロ、ドナテルロなど。

建築
ブルネレスキ、ブラマンテ、
ミケランジェロなど。

思想。科学
マキアヴェリ、ブルーノ、
ガリレイなど。

ぐ 古代ローマなどの文化遺産が豊富

□―マ帝国の中心であったイタリアには、古典古代の

文化遺産が豊富に残されていた。

(戻鵬 ←
富をたくわえた市民がパトロンとなり、芸術家や学者に

活動の場を与えた。

中 撃彗黎霧諄夫中 異進ちふr日
の

(151●中ごろ)

ビザンツ帝国 (()p.72)の 滅亡前後に、多くの学者が

イタリアに移住した。

イ
タ
リ
ア
の
都
市
か
ら
広
ま
っ
た
、

古
代
を
模
範
と
す
る

ル
ネ
サ
ン
ス
の
運
動
に
よ
っ
て
、

西
欧
の
文
化
は
大
き
く
発
展
し
た
。

イ
タ
リ
ア
以
外
の

ル
ネ
サ
ン
ス

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（オ
ラ
ン
ダ
・ベ
ル
ギ
ー
）
で

は
、
商
業
や
毛
織
物
工
業
で
繁
栄
し
て
い
た
ブ

リ
ュ
ー
ジ
ュ
や
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
を
中
心
に
、

１５
世

紀
初
頭
か
ら
文
化
が
花
開
き
、
油
彩
画
法
を
確

立
し
た
フ
ア
ン
＝
ア
イ
ク
兄
弟
、
人
文
主
義
者
工

ラ
ス
ム
ス
、
農
民
出
身
の
画
家
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
な

ど
が
活
躍
し
た
。

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
が
最

初
に
唱
え
た
地
動
説
は
、
天
動
説
を
と
る
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
衝
突
し
、
ウ」
れ
を
証
明
し
た
ガ

リ
レ
イ
は
異
端
審
間
に
か
け
ら
れ
た
。

その他のルネサンス

フランス
ラブレー(文学)

モンテーニュ(文学)など。

デューラー(絵画)

ドイッ   ホルバイン(絵画)

ケプラー(科学)など。

チョーサー(文学)

イギリス  トマス=モア(思想)

シェークスピア囲 など。

スベイン ヨι箋惹雪濯曹など。

儡 メディチ家

`in酷

諧 ittλ
3ヲお子モ轟総 聾覇繕邦語群盪勃繋ヽ 評 駅洗」

[輩出したほか、フランスのアンリ2世に嫁いだカトリーヌ=ド=メ ディシスも同家出身である。

レオナルド=ダ =ヴィンチ
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